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セ川県位
会福祉協
議会

平成21年度石川県介護福祉
士会初任者研修

弁護1昌 llL士国家資格を取得して概ね3

年以内の者
介護程llLiとして身に看けなけれはならない介護理念・技術等の習
得(講義・実技)

1回 1カ所 21時間(3日 ) 18人

社団法人
日本介護
福祉士会
が実施す
る、47都道
府県支部

平成21年度石川県介護福祉
士会課題別研修

百川県介護福祉士会会員・一般県民・
学生等    

｀ 「介護リーダーに欠かせないコミュニケーションスキル」「介護福祉士
に求められる医療行為」等と題した講演 2回 1カ所 3時間 (1日 ) 219人

平成21年度石川県介護福祉
士会実習指導者特別研修

百川県介護福祉士会会員・介護職従事
昔等

介護福祉士養成施設からの介護福祉士取得を目的とした実習受け
入れ条件を満たすためt実習施設 Iに課せられた研修 (講義・演習)

4回 2カ所 25時間 (4日 ) 207メ、

平成21年度石川県介護福祉
士会第2回公開セミナー

石川県介護福祉士会会員・介護職従事
者等

l癒しのメンタルヘルスケア『この不思議なもの こころ～苦しむここ
ろ、幸せなこころ～』」と題した講演 1回 1カ所 15時間 (1日 ) 48人

主任ホームヘルパー研修会 主任、係長クラスのホームヘル′ヽ一
サービス提供責任者

サービス提供者の役割として、相談援助技術を習得し、ホームヘル
バーの指導者を養成する 1回 1カ所 5時間 (1日 ) 72ノ｀

フロック男ll■修会 児任のホームヘルパー 現場の実態に応じた、基本的な介護技術を再確認する
2回 2カ所 6時間 (2日 ) 78人

訪間介設計画作成・展開研
修会

サービス提供責任者、現在のホームヘ

ルパー
ホームヘルバーが仕事を楽しむために～サービス提供責任者が一
歩進んだ自らの役割を実行する～として、記録の書き方など、個別
に事例演習を行う

2回 2カ所 10時間 (2日 ) 75人

現任研修会 児任のホームヘルパー 医療行為におけるホームヘルバーのかかわりとして、訪間介護の基
本を再確認し、生活支援のあり方について学ぶ 1回 1カ所 2時間 (1日 ) 69人

・多くの介護職員が月ごとのシフト勤務で就労しているため、研修日時の設定、研
催の周知について、講師の日程調整、事務局の業務多忙等により、早めの周

知ができない状態にある。
・ホームベルバーは、シフト勤務で就労している為、研修会が平日に開催されると、
仕事を休んで参加することになる。休んでまで、研修会に参加するホームヘルバー
が少ない。講師との日程調整がうまくいかず、研修会の周知が遅れてしまう。
・研修開催案内については、全会員への郵送の他、会のホームページヘのアップ
ロードや、福祉施設へのファクシミリ送信等の手段を用いている。

・年度初めに年間の研修計画、各研修の目的、主な内容、参加対
象、開催期日などを掲載した「研修概要」を法人や施設に配布し、周
知している。
・県社会福祉協議会の広報誌に開催期日などを掲載し、広報してい

・各種協議技会、部会などの総会で参加の呼びかけをしている。
・参加が少ないと見込まれる研修について、他の研修で、開催要綱
を配布し、PRしている。
・研修開催案内については、全会員への郵送の他、会のホニムペー
ジヘのアップロードや、福祉施設へのファクシミリ送信等の手段を用

・研修会案内を県内の訪間介護事業所全てに郵送で案内し、ホーム
ページからも申込み出来るようにしている。
・参加費を徴収せず、会員・非会員が参加しやすいようにしている

・事業所の研修受講に対する理解(具体的には、出張扱い、有給

轟写畷り まなF瑠踊糀聴裏馴麒界轟
の給与の引き上げと待遇の改善などの施策、支援をこれまで以上に、国、地方公共団体
がすべきである。
・訪問介護事業所から、各研修会に参加する場合、休みではなく、給料が支払われる様
なシステムにする。
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福丼県社
会福祉協
議会

fttflL賊 員 玉 涯 妨 惨 莉 仕 職 貝

研修 課程 I

県内7■会福l■事栗 FJrに動務する業務経験
が3年未満の職員

福祉サ下ビスの理念と動向 新任職員の役署1行動  福祉サー
ビスの実践 I 職場生活の基本動作

2回 2カ所 11.5時 間 145A

程砒戦員玉涯研修 新仕職員
研修 課程 Ⅱ

県内社会福祉事業所に動務する実務経験
が3年未満の職員

組織活動の基本  コミュニケーションの基本  問題解決とチー
ムワーク 自己啓発の基本 2回 2カ所 12時間 129人

弱 71L職 員 王 涯 研 修 甲 堅 職 員

研修 課程 I

県内社会福祉事業所に動務する業務経験
が概ね3年以上で、主任・係長等の役割に
ない職員

福祉サービスの理念・動向と中堅職員への期待  中堅職員の
役割行動 職場の問題解決 創意工夫と企画提案 1回 1カ所 115時 間 69りヽ

縄 71L職 員 玉 涯 研 修 甲 堅 職 貝

研修 課程 Ⅱ
県内社会福祉事業所に勤務する業務経験
が概ね3年以上でt主任・係長等の役職に
ない職員

コミュニケーションの展開  チームワークの促進  職員指導・育
成の基本  自己啓発・相互啓発の促進 1回 1カ所 128*Fu1 73A

侶 71Lllt貝 王 涯 鮒 惨 I百導 阿 職

員研修
県内社会福祉事業所に動務する係長、主
任等のチーム・部門で指導的な役割を担う
職員

部門の問題解決・課題形成・改善革新 リーダーシップの基本
職員指導:育成の展開 専門性と指導性の自己啓発 1回 1カ所 123時 間 80A

期 挙 F・蕗 施 改 運 日 の た の の 菜

務改善研修
社会福祉事栗 FJr等 の連冨管理業務を行う
職員及び主任クラスの職員等

業務収書のあ景lI・ 基不 職場fJJ rlll退 発見と課題改正 栗務
改善の手法と進め方 業務改善実行プランの立案 事例紹介
(QC活動、自己変革など)

1回 1カ所 5時間 48ノ｀

人材育成のためのコーチング
研修

県内社会福祉事業所の管理職員、指導職
員等

コーチングの理念と原則等  傾聴、質問、確認、共感、承認、提
案等の技術 職場内実習の検討  今後の職場内活用のため
の実習

1回 1カ 所 10時間 42ノk

陵遇指導者養成研修 職場内研修の担当職員または指導的職員 組織人として接遇動作とサービス提供姿勢  身につけるべきマ
ナーの理解と実践手法  対応マナーのあり方と実践手法 職
場内における接遇指導展開のあり方と留意点

1回 1カ 所 1offiF"l 48人

曖遇指導者養 成研修 職場内研修の lu当職 員または指導的職 員 組織人として援遇動作とサービス提供姿勢
身につけるべきマナーの理解と実践手法
対応マナーのあり方と実践手法
職場内における接遇指導展開のあり方と留意点

1回 1カ所
10時間 (2

日)

48りk

福祉のレクリエーション研修 県内社会福祉事業所 (老人・障害福祉施
設等)に勤務する職員

レクリエーシヨンの基礎知識  目的にあわせたレクリエーション・

ワーク 対象にあわせたレクリエーション・ワークとアレンジの技
術

1回 1カ 所 6時間 59人

緊急時における救急法研修 県内社会福祉事業所に動務する職員 赤十字救急法について 一次救命処置・観察、保温救急員につ
いて 一次救命措置・赤十字救急法  急病、けが、きずの手当
骨折の手当 搬送・救護  実技および学科 2回 2カ 月斤 21時間 66人

センター方式研修 県内社会福祉事業所 (老人・障害福祉施
設等)に勤務する職員

センター方式で字ぶこれからの認知症ケア  利用者本位のケア
マネジメント実現  センターの特徴と使い方の実際 1回 1カ所 10時間 46人
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小規模多機能型居宅介護にお
けるケアマネジメント研修

五却柾フr護夫政勁惨 4｀規俣ン磯記型
サービス等計画作成担当者研修受講者ま
たは受講予定者

小規模多機能ケアの視点 地域での暮らしを支える 地域で
の暮らしを支える事例から学ぶ

1回 1カ所 10時間 12人

認知症介護実践研修 (実践者
研修 )

・介護保険施設・事業FJr等 に動務し、身体
介護に関する基本的知識・技術を習得して
おり、かつ介護実務経験が2年以上で、当
該施設・事業所長から推薦された者
・認知症対応型共同生活介護事業所の計
画作成担当者になることが予定される者

福祉専門職に必要な認知症介護の理念及び基本的知識・技術

2回 2カ F~f 126時間 155りに

認知症介護実践研修 (認知症
対応型サービス事業管理者研
修)        _

指定認知症対応型通所介護事業所、指定
小規模多機能型居宅介護事業所または指
定認知症対応型共同生活介護事業所の
管理者になることが予定される者であっ
て、認知症介護実践研修における実践者
研修 (l日 基礎課程を含む)を修了している
者。

福祉専門職に必要な認知症介護の理念及び基本的知識・技術

2回 2カ 月斤 8時間 75,ヽ

認知症介護実践研修 (4ヽ規模
多機能型サービス等計画作成
担当者研修 )

指定小規模多機能型居宅介護事業所の
計画作成担当者になることが予定されてい
る者であうて、認知症介護実践研修におけ
る実践者研修 (旧基礎課程を含む)を修了
している者

福祉専門職に必要な認知症介護の理念及び基本的知識・技術

2回 2カ所 53時間 36ノk

認知症介護実践研修 認知症
対応型サービス事業開設者研
修 )

指定小規模多機能型居宅介護事業者また
は指定認知症対応型共同生活介護事業
者の代表者になることが予定されている者

福祉専門職に必要な認知症介護の理念及び基本的知識・技術

2回 2カ「斤 16_75時 間 16人

認知症介護実践研修 (実践
リーダT研修 )

指定小規模多機能型居宅介護事業者また
は指定認知症対応型共同生活介護事業
者の代表者になることが予定されている者

認知症介護の理念の介護現場での実践、ケアチームを効果的・

効率的に機能させるための養成
1回 1カ所 241時間 55りに

平成21年度アセスメント研修
「居宅サービス計画ガイドライ
ン方式」

'瀧
叉磯専門員実務研修・再研修受講者

等
講義I居宅サービス計画ガイドラインの使い方」
演習「各種様式の作成演習～フェイスシートから居宅サービス計
画書まで～」

1回 2カ F斤 2時間40分 139人

尋異聾轟 艶 墨 鰊 謳 藁 鼎 :臨鐵纂
研修請ETの発掘、養成と確保
広い駐車場を備えた研修会場の確保
研修受講の必要性の理解促進 (現状で満足している事業所にどのような研修参加を
促すか。)

研修効果の評価 (受講後の変化の把握がしにくい)

他の研修開催機関との棲み分け(役割分担 )

連続しての開催日設定はなるべく避ける。
参加しやすいような研修開催日を考慮する。
参加申し込み状況に応じ、年度内に複数回開催の実施
HPでの記載や事業所への文書案内はもとより、様々なキャリア
の職員に案内が行き渡るよう研修受講者に他の研修も案内す
る。

参加者のニーズ把握とその二―ズに応じた研修の企画立案
キャリアごとの到達目標を明示し、スキルアップを促す (チェッタシートの作
成)

施設管理者 (派遣提示者)の意識改革 (人材育成を図る上での研修受講の
大切さとキャリアごとの到達目標や必要スキルの認識を促す。)

職員の受講履歴の整備と管理。(カードを作成し、受講必要研修の明示)
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Lu梨県7■

会福祉協

議会

`)護
侶 71Li養 灰 更 磯 研 修 03年以上介護等業務従事経験者

②高等学校等の専攻科において、
所定の教科の履修者
③将来国家試験受験予定者

学科 (10日 間・16科 日)、 実技 (2日 間 )、 411擬試験
(2回 )

1回 1カ所 12日 72人 28,000F弓 2,044,000円

社会福祉施設主任介護職員
研修

主任介護職及び指導的立場にあ
る職員

・職員指導育成の展開
・福祉の人材育成と職場研修の意義

1回 1カ 所 5時間 (1日 ) 71人 0円 63,000円

質問2
●
一|■■

受験資格制度の変史に伴う研修内容 (科 目)の 改正を検討 持になし 持になし
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